
懸命さが伝わってきます。そして、先生と生徒の
ふれ合う姿は、開校当初に培われた、あの家庭的
な雰囲気は変わることなく母校の伝統として顕在
であり続けています。
　同窓会の30期生までの皆さんは、母校といえば
木造校舎が思い出される事と思います。
　歴史を重ねつつ、装いも新たになった現在の校
舎も数々の思い出を育んでいます。学舎はこの間、
八千名余の同窓生を育て、各分野での活躍の礎と
なっていることは喜ばしい限りであります。
　改めて法勝寺川沿いから校舎に目をやりながら
母校の永遠を心から願う次第です。
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◆
孫
の
習
い
事
の
付
添
で
の

こ
と
で
す
。
椅
子
に
座
り
幼

い
子
ど
も
の
練
習
風
景
を
見

学
し
て
い
ま
し
た
。
足
の
組

み
直
し
を
し
な
が
ら
、
ど
の

保
護
者
も
ニ
コ
ニ
コ
し
、
時

に
は
、
拍
手
や
声
援
を
送
り

な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
の

一
時
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
整
列
し
、
指

導
の
先
生
に
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
大
き
な

声
で
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
お
見
う
け
し
た
と
こ

ろ
70
歳
前
後
の
お
じ
い
さ
ん

が
一
人
だ
け
立
ち
上
が
り
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
頭
を
下

げ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。

「
大
人
の
背
中
を
魅
せ
よ

う
」
の
大
人
の
振
る
舞
い
に
、

大
人
で
あ
る
我
々
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
、
保
護
者
全

員
が
始
め
と
終
わ
り
に
は
、

立
ち
上
が
り
シ
ッ
カ
リ
頭
を

下
げ
て
挨
拶
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
心
温
ま
る
ひ
と
時
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
（
杉
谷
）

なつかしの我が校舎

　母校法勝寺中学校が城山二の丸の麓に産声を上
げてからやがて70年、昭和22年に開校した当初は
校舎建設のため、材料であった石や砂を先生も生
徒も男女区別なく“おいこ”に背負い学校前の橋の
下から「汗だらけになって運んだ」と、当時の様
子をその時代の先生や在校生であった先輩から聞
いたものです。
　戦後間もない時期、物はないが戦争の制約から
解放され、平和な環境の中、明るい将来を展望し、
新制中学校と云う新しい夢に、先生も生徒も一生
懸命に力を合わせてこられたことがうかがえます。
　このような、さまざまな開校時の困難を気概と
情熱を持って支えられた先輩方の姿は、現在も
脈々と受け継がれ、今の生徒も礼儀正しく、一生

　
法
勝
寺
地
区
地
域
振
興
協
議
会
「
ふ
れ
あ

い
部
」の
皆
さ
ん
が
活
動
の
一
環
と
し
て
、三

本
木
橋（
旧
道
入
口
）花
壇
整
備
と
花
植
え
の

作
業
中
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
過
去
、三
本
木
老
人
会
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、異
年
齢
交
流
を
目
的
と
し
て
一

緒
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。老
人
会
の

高
齢
化
に
よ
っ
て
交
流
は
途
絶
え
て
い
ま
す

が
、
今
で
は
部
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
育
ち
、
地
域
住
民
や
沿
道
を
走
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に「
安
ら
ぎ
と
癒
し
」

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
が
地
域
の
協
働

意
識
の
向
上
と
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
創
生
の
礎
」に
な
っ
て
い
る
と
、振
興
協

議
会
の
内
藤
会
長
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

『
地
域
創
生
の
礎
』

『地域創生の礎』『地域創生の礎』

旧法勝寺中学校

6月定例議会
一般質問ダイジェスト
陳情・請願の審査結果
住民の声をきく会
行政調査報告
臨時議会
なつかしの我が校舎
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7
8
8
9
10
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■
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■
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法勝寺中学校同窓会
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一般質問●

木
育

Q
日
常
的
に
木
材
に
触
れ
合
え
る
場
面
を

A
多
様
な
取
り
組
み
の
場
を
進
め
て
い
き
た
い

杉
谷
早
苗
議
員

町
長

　

平
成
18
年
7

月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
森
林
・
林
業
基

本
計
画
に
お
い
て
、

「
木
材
の
よ
さ
や
そ
の

利
用
の
意
義
を
学
ぶ
木

育
と
も
い
う
べ
き
木
材

利
用
に
関
す
る
教
育
活

動
を
推
進
す
る
」
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
誕

生
祝
い
と
し
て
木
製
玩

具
の
贈
呈
や
、
学
校
の

机
・
椅
子
を
木
製
に
替

え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

　

木
の
お
も
ち

ゃ
に
つ
い
て
は

誕
生
祝
い
品
と
し
て
で

は
な
く
、
子
育
て
応
援

事
業
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
子
育
て
行
事

や
講
演
会
に
参
加
さ
れ

た
方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

に
応
じ
て
4
種
類
の
品

の
中
か
ら
希
望
さ
れ
る

も
の
を
渡
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
木
の

お
も
ち
ゃ
を
入
れ
て
い

る
。
県
に
お
い
て
も
、

平
成
27
年
度
か
ら
鳥
取

県
木
育
推
進
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、

こ
れ
を
機
に
子
ど
も
が

木
の
持
つ
ぬ
く
も
り
に

触
れ
る
多
様
な
場
を
つ

く
る
取
り
組
み
を
も
っ

と
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

身
近
な
暮
ら

し
の
中
で
木
を

感
じ
る
こ
と
は
、
我
が

国
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
や
環
境
と
も
密
接
に

つ
な
が
る
大
切
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
学
習
机
や
椅
子

を
木
製
の
も
の
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
と
も

思
い
が
共
有
で
き
る
提

案
と
受
け
止
め
て
い
る
。

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
自
治
体
の
事
例

に
学
び
な
が
ら
、
ま
た
、

木
製
化
に
関
係
す
る
業

者
の
情
報
も
収
集
し
な

が
ら
、
教
育
環
境
に
係

る
課
題
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

本文_リュウミン L12p 18.3p行間　0字間　自動…9字ｘ25行
○その他の質問_新ゴR 18.3p行間　0字間 0

一般質問ダイジェスト一般質問ダイジェスト

小
・
中
学
校
の
放
課
後
活
動

Q
少
子
化
に
よ
る
影
響
の
対
応
・
対
策
は

A
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備・部
活
動
体
制
の
構
築 井

田
章
雄
議
員

教
育
長

少
子
化
の
進
行

に
よ
り
子
供
の

人
口
減
少
が
進
み
、
こ

こ
最
近
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
て
き
て
い
る
。

　

町
行
政
も
人
口
対
策

や
子
ど
も
・
子
育
て
対

策
な
ど
施
策
を
講
じ
て

来
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て

き
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

放
課
後
の
活
動
に
影
響

が
出
始
め
て
い
る
が
そ

の
対
応
・
対
策
を
伺
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
つ
い
て

は
、
原
則
一
種
目
一
活

動
部
と
し
て
さ
ら
な
る

減
少
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
団
員
の
年
齢
制

限
を
厳
格
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
基
準
に
満
た

な
い
子
供
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ネ
ッ
ト
な
ん
ぶ
と

連
携
し
た
多
様
な
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
生

徒
数
の
推
移
に
よ
り
、

学
校
統
合
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
視
野
に
い

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
両
中
学
校
生
徒

に
よ
る
合
同
の
部
活
動

や
活
動
種
目
の
分
担
等
、

少
子
化
に
対
応
し
た
両

中
学
校
の
部
活
動
体
制

を
速
や
か
に
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
手
段

と
し
て
、
放
課
後
に
両

中
学
校
間
を
シ
ャ
ト
ル

す
る
バ
ス
の
運
行
等
、

生
徒
輸
送
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
、
生
徒

の
将
来
を
見
据
え
、
学

校
現
場
と
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額に75,161千円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ7,058,041千円とする。

（
反
対
意
見
）

①
イ
メ
ー
ジ
戦
略
が
本
当
に
町
の
こ

れ
か
ら
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
、
疑
問
で
あ
る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
い
ろ
い
ろ

な
個
人
情
報
を
行
政
一
般
に
利
用

す
る
こ
と
じ
た
い
、
許
し
が
た
い

と
思
う
。

（
賛
成
意
見
）

①
イ
メ
ー
ジ
戦
略
事
業
は
１
０
０
人

委
員
会
で
の
検
討
が
ま
と
ま
り
つ

つ
、
具
体
化
す
る
た
め
の
補
正
予

算
で
あ
る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

年
金
情
報
流
失
が
あ
り
危
惧
す
る

が
、
国
の
対
策
に
期
待
し
て
い
る
。

防災拠点等への再生可能エネルギー等
導入推進事業・・30,334千円
西伯病院に太陽光パネル（20kW）及び蓄電池（16.2kW）を
設置することで、地域防災計画の地域医療機関の拠点として
の推進。

回答

質問 災害時における効果について。

蓄電を1Fロビーでの非常用電源
として利用する。

里山コーディネート事業
・・300千円
地域おこし協力隊が
「地域の元気をつくる
庭先集荷制度」の推進。

回答

質問 採用後これまでの実績と検証は。

個人番号カード交付事業・・5,647千円
10月から開始する事業の関連事務経費。

回答

質問 マイナンバー制度の安全性は担保されているのか。

制度面、システム面でも安心安全の
仕組みとなっている。

南部町イメージ戦略事業
・・1,976千円
イメージ戦略策定会議に100人委員会の中間
とりまとめに対する検討と追加事業の委託料。

回答

質問
今後の事業をどのように進め、成果を
次年度以降つなげていくのか。

中山間農業生産者へのアンケー
トの実施や給食食材集荷等で認
知され、実績が現れてきたので、
更に庭先集荷を推進させたい。

観光、イベント、特産品3分野に
ついて、専門的に戦略をまとめ
たい。次年度以降は、町内事業
者とも調整を図りながら、できる
ものから着実に実現していく。

平成27年度国民健康保険税の税率決定に伴う改定で、
医療、後期高齢、介護分の所得割、均等割、特定世帯、
特定継続世帯の税率及び賦課額を改正する。
　残った基金（2,400万円）を全て投入して、
一人当たり平均年間2,837円の負担増となる。

国民健康保険税条例の一部改正について

賛成多数で
可決されました

賛成多数で
可決されました

杉
谷

町
長

教
育
長

井
田

教
育
長

木製おもちゃ　一例

・ 

・ 

平成27年6月定例議会が、12日から19日までの会期で開催され、平成27年度の一般会計補正と条例の
一部改正2議案と6発議が審議され、1発議が否決された以外はすべて可決されました。

3 2

なんぶ議会だより 第43号 平成27年8月1日発行一般質問の詳細は、南部町立図書館において議会議事録をご覧下さい。

定例会報告●

6月定例議会6月定例議会6月定例議会 賛成多数で
可　決

賛成多数で
可　決

国保運営基金も底をついたのが現状です！



一般質問●

道
の
駅

Q
道
の
駅
構
想
の
進
捗
状
況
は

A
年
内
に
は
設
置
に
向
け
た
検
討
委
員
会
を

三
鴨
義
文
議
員

町
長

　

昨
年
の
３
月

議
会
で
、
国
道

１
８
０
号
バ
イ
パ
ス
に

町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
農
産

物
や
特
産
品
の
販
売
拠

点
と
な
る
道
の
駅
の
設

置
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
と
一
般
質
問

の
な
か
で
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
一
年
が
経
過
し

た
現
在
ま
で
の
検
討
状

況
を
伺
う
。

　

ま
た
、今
後
の
動
向

と
手
順
に
つ
い
て
も
伺

う
。

　

昨
年
６
月
に

鳥
取
県
が
調
査

し
た
交
通
量
調
査
で
は
、

日
量
で
６
５
０
０
台
が

南
部
バ
イ
パ
ス
を
通
行

し
て
お
り
、
旧
国
道
は

５
５
０
０
台
で
あ
っ
た
。

平
成
22
年
の
交
通
量
か

ら
見
る
と
約
１
０
０
０

台
が
増
加
し
て
い
る
。

　

本
年
３
月
に
、
な
ん

ぶ
創
生
１
０
０
人
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

の
中
で
道
の
駅
に
つ
い

て
も
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
。
観
光
分
科
会

で
は
「
大
山
が
見
え
る

国
道
１
８
０
号
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
観
光
案
内
所

を
持
っ
た
道
の
駅
を
」

と
い
っ
た
前
向
き
な
議

論
が
さ
れ
て
お
り
、
有

意
義
な
意
見
集
約
が
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

今
後
は
、
１
０
０
人

委
員
会
で
の
意
見
を
参

考
に
、
年
内
に
は
道
の

駅
設
置
に
向
け
て
一
歩

進
ん
だ
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
実
現
に
向

け
た
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　

今
や
道
の
駅
は
、
地

域
の
抱
え
る
課
題
を
解

決
す
る
地
方
創
生
に
資

す
る
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、

町
の
い
ろ
い
ろ
な
課
題

解
決
に
役
立
つ
道
の
駅

整
備
を
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
参
画
を
得
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

住
民
の
声
を
き
く
会

Q
住
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
よ

A
可
能
な
こ
と
に
は
対
応
す
る
　

亀
尾
共
三
議
員

町
長
・
教
育
長

　

町
議
会
は
５

月
か
ら
、
「
住

民
の
声
を
き
く
会
」
を

開
催
し
た
。
そ
こ
で
出

さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

見
解
を
問
う
。

①
公
民
館
さ
い
は
く
分

館
は
、
雨
漏
り
で
使

用
不
能
の
部
屋
が
あ

る
。
緊
急
に
修
繕
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
同
分
館
に
社
会
教
育

主
事
を
配
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

③
農
業
振
興
の
た
め
、

町
独
自
の
支
援
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

④
旧
す
み
れ
保
育
園
の

利
用
方
法
は
、
町
民

の
声
を
集
め
検
討
し

直
す
べ
き
だ
。

⑤
町
の
非
正
規
職
員
の

比
率
は
高
い
。
是
正

す
べ
き
だ
。

⑥
循
環
バ
ス
は
空
席
が

多
い
。
年
齢
を
区
切

り
無
料
化
の
検
討
を

求
め
る
。

⑦
行
政
要
望
に
回
答
が

遅
く
、
回
答
も
説
明

不
足
だ
。
改
善
を
求

め
る
。①

雨
漏
り
は
必

要
な
対
応
を
す
る
。

②
地
域
振
興
協
議
会
と

連
携
し
て
、
現
体
制
で

活
動
を
支
え
る
考
え
だ
。

③
現
段
階
で
町

単
独
の
支
援

策
は
考
え
て
い
な
い
。

④
旧
す
み
れ
保
育
園
の

利
用
は
、
再
度
あ
り

方
検
討
会
と
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で

検
討
を
お
願
い
す
る

考
え
だ
。

⑤
町
長
部
局
の
正
職
員

は
１
２
３
名
で
、
非

正
規
職
員
は
１
１
８

名
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
面
か
ら
人
件
費

の
適
正
化
に
努
め
て

い
る
。

⑥
循
環
バ
ス
の
一
部
無

料
化
は
考
え
て
い
な

い
。

⑦
行
政
要
望
は
、
８
月

に
回
答
し
て
い
る
。

要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
件
は
、
具
体
的
に

回
答
す
る
よ
う
努
め

る
。
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小
・
中
の
英
語
教
育

Q
英
会
話
能
力
の
充
実
を
　

A
公
民
館
事
業
と
し
て
行
い
た
い

白
川
立
真
議
員

教
育
長

グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
の
到
来
に
よ

り
、
産
業
界
か
ら
教
育

界
へ
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
へ
の
英
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
小
・
中
に

お
い
て
教
育
施
策
（
ま

ち
科
）
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
て
、

英
語
に
親
し
め
る
環

境
を
さ
ら
に
充
実
で

き
な
い
か
伺
う
。

　

児
童
生
徒
の

英
語
力
に
つ
い

て
、
国
の
第
２
期
教
育

振
興
基
本
計
画
で
も
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

が
示
さ
れ
て
い
る
。
平

成
32
年
度
か
ら
小
学
校

５
・
６
年
生
に
お
い
て

英
語
が
教
科
化
さ
れ
、

３
・
４
年
生
で
は
、
そ

れ
を
見
込
ん
だ
授
業
に

な
る
。

　

中
学
校
で
は
、
日
本

語
を
一
切
使
用
し
な
い

形
で
の
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

現
場
で
は
、
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
て
行
う
こ

と
に
な
り
、
（
ま
ち

科
）
と
の
関
わ
り
は
想

定
し
て
い
な
い
。

　

私
は
、
公
民
館
事
業

と
し
て
学
校
と
A
L
T

の
派
遣
企
業
と
を
連
携

さ
せ
、
わ
が
国
の
歴
史

や
文
化
、
国
際
社
会
と

つ
な
が
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
も
絡
め
な
が
ら
、

英
語
に
親
し
み
英
会
話

の
力
を
高
め
る
取
り
組

み
を
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
病
児
・
病
後
児
保
育

　
の
拡
充

行
政
と
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Q
町
版
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
要
領
を

A
制
定
を
考
え
て
い
る

米
澤
睦
雄
議
員

町
長

　

最
近
、
朝
金

樹
園
地
の
防
災

無
線
屋
外
子
局
の
地
元

の
合
意
を
得
な
い
で
の

撤
去
、
学
童
保
育
所
の

移
転
問
題
等
、
行
政
施

策
と
住
民
と
の
思
い
に

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
見
受
け

ら
れ
る
。
原
因
は
、
施

策
立
案
時
に
住
民
の
意

見
を
聞
か
な
い
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
根
源
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施
要
領
を
制
定
し
、
県

民
に
広
く
意
見
を
求
め

て
い
る
。
南
部
町
版
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施
要
領
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　

防
災
行
政
無

線
の
屋
外
子
局

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
伴
い
シ
ス
テ
ム

変
更
を
す
る
に
当
た
り
、

設
置
位
置
を
見
直
し
た
。

防
災
行
政
無
線
の
基
本

的
な
考
え
方
に
基
づ
い

て
行
っ
た
。
学
童
保
育

所
の
移
転
に
つ
い
て
は
、

廃
止
と
な
っ
た
す
み
れ

保
育
園
を
要
望
の
あ
っ

た
児
童
館
と
し
て
の
活

用
と
、
学
童
保
育
も
児

童
館
と
の
併
設
を
考
え
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

に
提
案
し
、
意
見
を
伺

っ
て
進
め
て
い
た
。
学

童
保
育
に
は
異
論
も
あ

り
、
実
際
に
携
わ
る
人

た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
、

そ
の
意
見
を
も
う
一
度

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

に
返
す
結
論
と
な
っ
て

い
た
。
突
然
、
こ
う
い

う
問
題
が
起
こ
っ
た
の

は
意
外
だ
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
、
過
去
に
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
意
見

募
集
、
利
害
関
係
者
の

意
向
調
査
、
地
元
関
係

者
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
意
見
聴
取
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
要
綱
等

を
制
定
し
、
そ
の
基
準

や
実
施
方
法
、
公
表
の

あ
り
方
等
を
取
り
決
め

て
い
き
た
い
。

三
鴨

亀
尾

町
長

教
育
長

町
長

白
川

米
澤

教
育
長

町
長

キャプション

住民の声をきく会（法勝寺地区） 

国
道
1
8
0
号
線（
南
部
バ
イ
パ
ス
）
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農
業
用
た
め
池

Q
維
持
管
理
支
援
の
強
化
を

A
要
望
へ
の
対
応
に
努
力
し
た
い

景
山  

浩
議
員

町
長

　

農
業
用
た
め

池
は
事
業
用
の

施
設
で
、
従
来
か
ら
維

持
管
理
は
水
利
関
係
者

に
お
い
て
な
さ
れ
て
き

た
。

　

し
か
し
、
農
家
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ
り
そ

の
状
況
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
関
係

農
家
が
減
っ
た
り
、
全

く
お
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
管
理
が
不
十
分
で

放
置
さ
れ
て
い
る
農
業

用
た
め
池
も
増
え
て
き

て
い
る
。
水
田
維
持
や

防
災
の
観
点
か
ら
も
、

維
持
管
理
面
の
支
援
を

強
化
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

現
在
町
内
で

利
用
さ
れ
て
い

る
た
め
池
は
１
3
７
か

所
あ
り
、
個
々
の
た
め

池
の
情
報
は
台
帳
で
管

理
し
て
い
る
。
最
近
は

放
棄
さ
れ
る
水
田
が
多

く
、
利
水
の
必
要
が
少

な
く
な
り
防
災
上
の
観

点
か
ら
た
め
池
を
廃
止

し
た
い
と
い
う
相
談
も

出
て
き
て
い
る
。

　

少
な
い
農
家
で
た
め

池
の
維
持
管
理
を
さ
れ

る
の
は
気
の
毒
だ
が
、

災
害
復
旧
時
に
一
部
負

担
を
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
に
、
受
益
者
負
担

は
原
則
的
な
考
え
方
だ

が
公
共
性
も
非
常
に
高

い
と
思
っ
て
い
る
。
町

も
関
係
者
の
要
望
に
耳

を
傾
け
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

Q
地
元
業
者
が
元
気
に
な
る
施
策
を

A
現
状
の
施
策
で
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る 植

田  

均
議
員

町
長

　

政
府
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
効

果
を
地
方
に
行
き
渡
ら

せ
る
と
し
て
、
「
地
方

創
生
」
を
言
っ
て
い
る
。

　

雇
用
や
仕
事
の
創
出

は
、
地
元
に
根
を
張
り

頑
張
っ
て
い
る
中
小
・

零
細
業
者
に
元
気
を
出

し
て
も
ら
え
る
政
策
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　

熊
本
県
多
良
木
町
で

は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
つ
く
り
、
４

年
間
で
４
２
０
件
の
事

業
が
行
わ
れ
、
補
助
金

の
８
倍
の
工
事
費
、
経

済
波
及
効
果
は
そ
の
数

倍
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
の
行
政
視
察
で

長
野
県
川
上
村
を
調
査

す
る
目
的
の
一
つ
が
こ

の
助
成
制
度
だ
。

　

全
国
的
に
効
果
が
上

が
り
、
町
長
も
有
効
性

を
認
め
て
い
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
を
、
真
摯
に
検
討

す
る
べ
き
だ
。

　

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
に
つ

い
て
有
効
性
を
否
定
し

な
い
が
、
中
小
業
者
へ

の
支
援
と
い
う
よ
り
個

人
財
産
へ
の
支
援
の
意

味
合
い
が
強
い
こ
と
か

ら
、
導
入
を
見
送
っ
て

き
て
い
る
。

　

町
で
は
同
様
の
目
的

で
、
南
部
町
産
材
活
用

家
づ
く
り
事
業
、
プ
レ

ミ
ア
商
品
券
発
行
事
業
、

小
規
模
工
事
取
り
扱
い

制
度
、
三
世
代
同
居
等

支
援
事
業
、
空
き
家
一

括
借
り
上
げ
事
業
を
実

施
し
、
地
元
経
済
活
性

化
の
支
援
に
役
立
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
制
度

導
入
の
考
え
は
な
く
、

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
協
改
革

　

米
価
対
策
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学
童
保
育
施
設

Q
プ
ラ
ザ
西
伯
で
続
行
を
　

A
今
の
よ
う
な
方
法
で
の
続
行
は
可
能
だ 真

壁
容
子
議
員

町
長

　

学
童
保
育
併

設
の
法
勝
寺
児

童
館
の
計
画
は
、
反
対

の
声
が
大
き
く
上
が
り

今
年
度
の
改
修
、
開
設

が
保
留
と
な
っ
た
。
多

く
の
声
は
、
現
行
の
プ

ラ
ザ
西
伯
で
学
童
保
育

を
続
け
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
だ
。
今
後
の
取

り
組
み
を
問
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
保
護
者

や
指
導
者
の
声
を
ど
う

把
握
し
て
い
る
か
。

　

プ
ラ
ザ
西
伯
で
学
童

保
育
を
続
行
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

児
童
館
併
設
で
は
な

く
、
学
童
保
育
専
用
施

設
の
設
置
を
求
め
る
。

　

１
２
４
２
名

の
反
対
署
名
が

議
会
に
提
出
さ
れ
、
プ

ラ
ザ
西
伯
で
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
実
施
を
求

め
る
嘆
願
書
も
提
出
さ

れ
て
い
る
。

　

南
部
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
で
は
、
児
童

館
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
併

設
す
る
こ
と
に
は
全
員

の
理
解
は
得
ら
れ
て
い

な
い
。
運
営
協
議
会
を

立
ち
上
げ
見
直
し
を
図

る
こ
と
を
前
提
に
改
修

に
臨
む
と
い
う
意
見
を

頂
戴
し
て
い
る
。

　

プ
ラ
ザ
西
伯
を
現
在

も
利
用
し
て
い
る
の
で

今
の
よ
う
な
利
用
方
法

で
の
続
行
は
可
能
だ
。

機
能
的
に
は
不
便
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

専
用
施
設
に
つ
い
て

は
今
回
立
ち
上
げ
る
検

討
会
や
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
な
ど
の
意
見

を
参
考
に
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
平
和
安
全
法
制

・
地
域
振
興
区

リフォームされた洗面コーナー

景
山

植
田

町
長

町
長

真
壁

町
長

キャプション

開削された堤

ひまわり学級
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陳
情・請
願
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果

放課後児童クラブ（ひまわり学級）
　保護者会会長
　　　荒 木  佐代子

提  出  者（敬称略） 採択結果 可否の理由

趣旨採択

（趣旨採択）多数

件名及び要旨

案　　件　　名 審 議 結 果議案番号
南部町国民健康保険税条例の一部改正について
平成27年度南部町一般会計補正予算
ヘイトスピーチの禁止等に関する法の整備を求める意見書
地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直しを求める意見書
認知症への取り組みの充実強化に関する意見書
安全保障関連２法案（国際平和支援法案、平和安全法制整備法案）の今国会での成立に反対する意見書

賛成多数で可決
賛成多数で可決
全員一致で可決
全員一致で可決
全員一致で可決
賛成少数で否決

議案第4 8号
議案第4 9号
発議案第９号
発議案第10号
発議案第12号
発議案第13号

◉民生教育常任委員会

（採択すべき意見）
町の対応がまずい。子ども・子育て会議で学童は見直しを図
るようという意見にも拘らず移転の話が先行している。今の
やり方では住民の要求がまったく反映されていない。
（趣旨採択すべき意見）
移転について、担当課の保護者への説明の欠如、不足はあ
る。これから「あり方検討会」を開催される。ほかの方の意
見も聞く必要があり、趣旨採択が適当

陳情第４号
放課後児童
クラブ
（ひまわり学級）
移転に関する
陳情書

全日本年金者組合
　鳥取県本部委員長
　　　増  田  修  治
　西部支部支部長
　　　松  本  正  孝
　紹介議員　亀 尾 共 三

不採択

（賛成少数）

（賛成意見）
マクロ経済スライドによる年金削減をやめるべき。最低保
障年金制度は、無年金者の救済を目的とするものである。
（反対意見）
年金制度は、世代間で負担するものである。現役世代が
減少する中でより多くの負担を現役世代に求めるものであり
反対。
　

請願第５号
年金削減の取
りやめと最低
保障年金制度
の実現を求め
る請願
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誘
致
企
業
Ｎ
Ｏ
Ｋ
㈱
の
増
床
に
伴
い
、

工
場
用
地
が
必
要
と
な
っ
た
。
地
元

か
ら
危
険
た
め
池
と
し
て
廃
止
要
請

が
あ
が
っ
て
い
た
深
﨏
池
ほ
か
一
か

所
の
た
め
池
を
埋
立
て
、
社
員
の
駐

車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

原工業団地再整備事業の一環で池の埋立てによる
用地造成に係る契約の締結。
契約の方法　　指名競争入札
契約の金額　　68,904,000円
契約の相手方　㈱ティー・エム・エス

　

南
部
町
議
会
で
は
左
記
の
日
程
で
「
住
民
の
声
を
き
く
会
」
を
開
催

し
、
延
べ
76
名
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕
刻
の
お
出
か
け

に
く
い
時
間
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
会
の
目
的
は
、
各
地
区
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

議
会
や
行
政
に
対
す
る
意
見
等
を
住
民
の
皆
様
か
ら
直
接
聞
き
取
る
こ
と

で
、
個
々
の
議
員
や
議
会
全
体
と
し
て
の
今
後
の
活
動
、
意
思
決
定
の
参

考
と
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

子
育
て
や
福
祉
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
業
問
題
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え

た
町
の
将
来
像
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
議

会
議
員
と
し
て
の
重
責
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
町
制
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
議
員
活
動
、
並
び
に
委
員
会
で
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会　

委
員
長　

景 

山    

浩　

（
お
こ
と
わ
り
）
各
会
の
冒
頭
で
、
議
会
へ
の
ご
質
問
へ
の
回
答
を
今
回

の
議
会
報
に
掲
載
す
る
と
の
旨
を
ご
説
明
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

執
行
部
へ
の
確
認
を
要
す
る
案
件
、
ま
た
議
会
と
し
て
何
ら
か
の
回
答
を

す
る
た
め
に
は
慎
重
な
検
討
・
調
整
を
要
す
る
案
件
が
多
く
、
次
号
で
の

報
告
・
回
答
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

何
卒
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、長
野
県

川
上
村
と
南
箕
輪
村
で
行
政
調
査
を

行
っ
た
。

　

長
野
県
は
平
成
の
合
併
が
数
少
な

い
県
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
旧
市
町
村

で
特
色
あ
る
施
策
に
よ
る「
地
方
創

生
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
反
対
意
見
）

現
在
使
用
さ
れ
て

い
な
い
工
業
団
地

内
施
設
、
土
地
も

あ
る
の
で
、
増
床

場
所
を
十
分
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
賛
成
意
見
）

企
業
の
増
床
で
雇

用
の
確
保
と
地
方

創
生
が
加
速
す
る
。

危
険
個
所
の
解
消

で
地
元
の
安
心
安

全
に
も
つ
な
が
る
。

【農業収入増加策】農家一戸の平均収入が2,500万円で農業従事者の平均年齢が
34歳、Ｕターン率も高い。家族経営によって効率化をはかり所得を増やす。
【合計特殊出生率増加策】未婚女性との出会いの場を計画し、結婚率も高い。
数世代同居で農業と子育てを容易にしていた。
【少子化対策】路線バスの村営化で通学等に利用。図書館の24時間開館。

【人口増加策】高速道路の開通によって企業の進
出がすすみ、若者が自然的に増加した。定住・子育
て支援策をこの時代から始め10年が経過した。
今では「子育てするなら南箕輪村」と言われるよう
になった。
【景観行政団体】宅地と田園風景の調和のとれ
た村づくりの推進で若者から高齢者まで住みたく
なる環境整備を推進していた。

（
反
対
意
見
）

①
契
約
金
額
の
内
訳

の
提
示
が
な
く
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い

な
い
。

②
県
の
残
土
を
処
分

す
る
の
に
、
無
料
で

の
処
分
は
適
切
で
な

い
。

（
賛
成
意
見
）

①
防
災
の
見
地
か
ら

も
危
険
個
所
の
解
消

が
で
き
る
。

②
有
料
で
の
残
土
処

分
は
埋
立
て
等
で
は

利
用
で
き
な
い
残
土

を
処
分
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

【事業費及び財源】
　鳥取県工業団地再整備補助金を活用
　　　県補助金　　65,940千円
　　　一般財源　　73,940千円
　　　事 業 費　 139,880千円

【審議の内容】

賛成多数で可決賛成多数で可決

賛成多数で可決賛成多数で可決

南部町議会
「住民の声をきく会」

開催

南部町議会
「住民の声をきく会」

開催

行政調査報告行政調査報告

14
18
19
21

22

25

26
27
28
29

30

1
3
4

木
月
火
木

金

月

火
水
木
金

土

月
水
木

全員協議会
全員協議会　臨時議会
住民の声をきく会（法勝寺地区）
住民の声をきく会（天津地区）
西部町村議長会臨時総会
南部町商工会通常総会
議会運営委員会
住民の声をきく会（賀野地区）
町村議会議長・副議長全国研修会
町村議会議長・副議長全国研修会
南部広域シルバー人材センター定時総会
住民の声をきく会（手間地区）
板祐生記念館オープニングセレモニー
NPO法人なんぶＳＡＮチャンネル総会

住民の声を聞く会（東西地区）
県町村議会議長会定期総会（６月期）
住民の声を聞く会（南さいはく地区）

9
11

12

13
15
16
17
18

19

24
27

1
2
3

6

7

火
木

金

土
月
火
水
木

金

水
土

水
木
金

月

火

住民の声を聞く会（大国地区）
老人クラブ連合会健康スポーツ大会　
議会運営委員会　全員協議会
定例議会（本会議）
鳥取グリコ４０周年記念式典
定例議会（一般質問）
定例議会（一般質問）
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会　全員協議会
定例議会（本会議）
西部町村議長会監査
老人クラブ連合会女性部ｸ ﾗ゙ｳﾝﾄ ・゙ｺ ﾙ゙ﾌ大会

議会行政調査（長野県）
議会行政調査（長野県）
議会行政調査（長野県）
議会改革調査特別委員会
広報調査特別委員会
県町村議会事務協議会県外研修会（広島県）

8
9
13
15

16

17

20
22
24
26

29

30

31

水
木
月
水

木

金

月
水
金
日

水

木

金

県町村議会事務協議会県外研修会（広島県）
西部町村議会議長会臨時総会
行政調査受け入れ　東京都北区議会
臨時議会
全国森林環境税創設促進議員連盟
第２２回定期総会　新潟
全国森林環境税創設促進議員連盟
第２２回定期総会　新潟
2015年原水爆禁止国民平和大行進
全員協議会
西部議長会正副議長局長研修会（大山町）
西伯郡郡民体育大会水泳競技　
市町村議会議員研修【３日間コース】
地方議員のための政策法務（景山）
市町村議会議員研修【３日間コース】
地方議員のための政策法務（景山）

鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会　
市町村議会議員研修【３日間コース】
地方議員のための政策法務（景山）

川 上 村

人口　4,080人
面積　209.6K㎡
千曲川の最上流部に位置する。
日本有数のレタスの産地。

回答

質問 5月の臨時議会で可決した事業費から半分近く
減額されていることについて。

当初は水が入っている状況での概算見積りで、
実質の現状での埋立て土量が半減された。

南 箕 輪 村

人口　１５,0０６人
面積　４０．９Ｋ㎡
県内で一番高齢化率
が低い、唯一人口が
増えている村。
信州大学農学部の
キャンパスがある。

キャプション

原
工
業
団
地
と
埋
立
て
池（
2
か
所
）

大
国
田
園
ス
ク
エ
ア
会
場

南箕輪村での調査

村一面のレタス畑
レタ助

まっくん

開 催 日 場    所 参加者
5月19日

5月21日

5月25日

5月29日

6月 1 日

6月 4 日

6月 9 日

公民館さいはく分館

ふるさと交流センター

福祉センター「いこい荘」

南部町公民館

東西町コミュニティーセンター

南さいはくふれあい会館

大国田園スクエア

　　　合計参加者

7名

9名

6名

9名

10名

14名

21名

76名

5月

6月

日 曜日 会　議　・　行　事

7月

議 会 活 動 日 誌

臨 時 議 会
5月18日（月）に原工業団地再整備事業について
臨時議会が開催されました。

臨 時 議 会
7月15日（水）に原工業団地再整備事業の契約の
締結について臨時議会が開催されました。
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懸命さが伝わってきます。そして、先生と生徒の
ふれ合う姿は、開校当初に培われた、あの家庭的
な雰囲気は変わることなく母校の伝統として顕在
であり続けています。
　同窓会の30期生までの皆さんは、母校といえば
木造校舎が思い出される事と思います。
　歴史を重ねつつ、装いも新たになった現在の校
舎も数々の思い出を育んでいます。学舎はこの間、
八千名余の同窓生を育て、各分野での活躍の礎と
なっていることは喜ばしい限りであります。
　改めて法勝寺川沿いから校舎に目をやりながら
母校の永遠を心から願う次第です。

第43号

発行 平成27年8月1日
平成27年6月議会平成27年6月議会

◆
孫
の
習
い
事
の
付
添
で
の

こ
と
で
す
。
椅
子
に
座
り
幼

い
子
ど
も
の
練
習
風
景
を
見

学
し
て
い
ま
し
た
。
足
の
組

み
直
し
を
し
な
が
ら
、
ど
の

保
護
者
も
ニ
コ
ニ
コ
し
、
時

に
は
、
拍
手
や
声
援
を
送
り

な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
の

一
時
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
整
列
し
、
指

導
の
先
生
に
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
大
き
な

声
で
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
お
見
う
け
し
た
と
こ

ろ
70
歳
前
後
の
お
じ
い
さ
ん

が
一
人
だ
け
立
ち
上
が
り
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
頭
を
下

げ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。

「
大
人
の
背
中
を
魅
せ
よ

う
」
の
大
人
の
振
る
舞
い
に
、

大
人
で
あ
る
我
々
も
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
、
保
護
者
全

員
が
始
め
と
終
わ
り
に
は
、

立
ち
上
が
り
シ
ッ
カ
リ
頭
を

下
げ
て
挨
拶
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
心
温
ま
る
ひ
と
時
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
（
杉
谷
）

なつかしの我が校舎

　母校法勝寺中学校が城山二の丸の麓に産声を上
げてからやがて70年、昭和22年に開校した当初は
校舎建設のため、材料であった石や砂を先生も生
徒も男女区別なく“おいこ”に背負い学校前の橋の
下から「汗だらけになって運んだ」と、当時の様
子をその時代の先生や在校生であった先輩から聞
いたものです。
　戦後間もない時期、物はないが戦争の制約から
解放され、平和な環境の中、明るい将来を展望し、
新制中学校と云う新しい夢に、先生も生徒も一生
懸命に力を合わせてこられたことがうかがえます。
　このような、さまざまな開校時の困難を気概と
情熱を持って支えられた先輩方の姿は、現在も
脈々と受け継がれ、今の生徒も礼儀正しく、一生

　
法
勝
寺
地
区
地
域
振
興
協
議
会
「
ふ
れ
あ

い
部
」の
皆
さ
ん
が
活
動
の
一
環
と
し
て
、三

本
木
橋（
旧
道
入
口
）花
壇
整
備
と
花
植
え
の

作
業
中
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
過
去
、三
本
木
老
人
会
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、異
年
齢
交
流
を
目
的
と
し
て
一

緒
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。老
人
会
の

高
齢
化
に
よ
っ
て
交
流
は
途
絶
え
て
い
ま
す

が
、
今
で
は
部
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
育
ち
、
地
域
住
民
や
沿
道
を
走
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に「
安
ら
ぎ
と
癒
し
」

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
が
地
域
の
協
働

意
識
の
向
上
と
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
創
生
の
礎
」に
な
っ
て
い
る
と
、振
興
協

議
会
の
内
藤
会
長
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

『
地
域
創
生
の
礎
』

『地域創生の礎』『地域創生の礎』

旧法勝寺中学校

6月定例議会
一般質問ダイジェスト
陳情・請願の審査結果
住民の声をきく会
行政調査報告
臨時議会
なつかしの我が校舎

2
3
7
8
8
9
10

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・
・・・・

・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・

■

■

■

■

■

■

■

法勝寺中学校同窓会
　会  長  吉 持   誠さん  談

最終章
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